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そ
の
ほ
か
、
稲
佐
山
山
頂
電
波
塔
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
出
島
表

門
橋
の
架
橋
な
ど
、
長
崎
ら
し
い
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
が
行

わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
観
光
交
流
人
口
の
拡
大
に
繋
が

る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
九
州
新
幹
線
西
九
州（
長
崎
）ル
ー
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
業
費
増
大
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
来
年
度
の
政
府

予
算
案
に
増
額
分
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
２
０
２
２

年
度
の
開
業
に
向
け
て
、一歩
前
進
い
た
し
ま
し
た
。

　

被
爆
地
長
崎
の
使
命
で
あ
る
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
動
き
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
被
爆
体
験
継
承
や
署
名
活
動
な
ど
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
方
々
の
長
年
の
努
力
が
実
を
結
び
、
平
成
29
年
７

月
７
日
、
国
連
で
核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
12
月
に
は
、
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペー
ン（
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｎ
）が
ノ
ー
ベル
平
和
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
核
兵
器
廃
絶
へ
の

機
運
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
核
廃
絶
の
流
れ
を
さ
ら
に
強
め
、
最
後
の
被
爆
地

と
し
て
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
世
界
の
人
々
に
訴
え
、
核
兵
器

の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
に
向
け
、
そ
の
道
の
り
を
確
か
な
も

の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、任
期
中
の
４
年
間
、市
民
の
皆
様
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
、

意
見
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
長
崎
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

山
積
す
る
諸
課
題
に
対
し
、
是
々
非
々
の
姿
勢
で
議
論
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
３
月
15
日
に
、
伝
統
あ
る
長
崎
市
議
会
の
議
長
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
円
滑
な
議
会
運
営
と
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
、
市
政
の
発
展
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
先
輩
、
同
僚
議
員
、
市
民
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご

支
援
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
大
過
な
く
職
責
を
全
う
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
４
月
21
日
に
施
行
さ
れ
ま
す「
長
崎
市

議
会
議
員
選
挙
」に
お
い
て
、
５
期
目
を
目
指
し
て
挑
戦
い
た
し

ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
更
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
今
任
期
４
年
間
の
お
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
３
月
15
日
に
、
今
任
期
、
最
後
の
議
会
が
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
平
成
」と
い
う
ひ
と
つ
の
時
代
を
終
え
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
が
近
づ
き

つ
つ
あ
る
今
、
時
を
同
じ
く
し
て
私
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
１
カ
月
と
な
り
ま

し
た
。
４
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
数
多
く
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

明
る
い
話
題
と
し
て
は
、
２
つ
の
世
界
文
化
遺
産
の
登
録
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
７
月
に
、端
島
炭
坑
や
旧
グ
ラ
バ
ー
住
宅
、三
菱
長
崎
造
船
所
の
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
・
カ
ン
チ
レ
バ
ー
ク
レ
ー
ン
な
ど
を
構
成
資
産
と
す
る「
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産
」、
ま
た
平
成
30
年
７
月
に
は
、
外
海
の
出
津
集
落
や
大
野

集
落
、
大
浦
天
主
堂
な
ど
を
構
成
資
産
と
す
る「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏

キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
つ
の
世
界
遺
産
が
あ
る
ま
ち
は
全
国
で
も
長
崎
市
だ
け
で
あ
り
、
誠
に
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

平成31年３月15日　本会議最終日でお礼のあいさつを述べる平成31年３月15日　本会議最終日でお礼のあいさつを述べる平成31年３月15日　本会議最終日でお礼のあいさつを述べる

ホームページアドレス　http://www.k-itsuwa.com/
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９
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ご相談はお気軽に！ い
つ
わ
清
隆
の
主
な
役
職
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1月5日　長崎市中央卸売市場「初市式」1月6日　第21回「長崎新春駅伝」

1月13日　平成31年 長崎市成人式 1月7日　長崎市消防出初式

1月22日　九州市議会議長会理事会2月1日　長崎・ポルト姉妹都市「現代美術交流展」 1月14日　第46回障がい者成人式

2月5日　長崎ランタンフェスティバル点灯式2月19日　長崎ハタ揚げ振興会理事会 2月4日　長崎市スポーツ表彰式

3月16日　長崎市科学館特別展3月17日　グリーンキャンペーン表彰式 2月23日　九州青果食品小売商組合連合会長崎大会

1～3月
活動のあゆみ



　

長
崎
市
議
会
・
平
成
31
年
２
月
定
例
会
は
、
２
月
21
日（
木
）か

ら
３
月
15
日（
金
）ま
で
の
23
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
で
は
、（
仮
称
）「
長
崎
市
交

流
拠
点
施
設
整
備
費
」（
22
億
７
，４
０
０
万
円
）、
新
庁
舎
建
設
工

事
費（
24
億
５
，３
５
０
万
円
）、
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

費（
23
億
３
４
９
万
円
）な
ど
総
額
約
２
，１
３
２
億
３
，０
０
０
万
円

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
改
正
案
は
66
議
案
を
原
案
通
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
の「
中
距
離
核
戦
力（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
）全
廃
条
約

破
棄
に
対
す
る
決
議
」を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
日
本
政
府
・
関
係
国

に
対
し
て
送
付
し
ま
し
た
。

平
成
31
年
２
月
議
会

平成31年度予算・66議案を可決！総額約2,132億円
（一般会計予算）

平成31年度予算・66議案を可決！総額約2,132億円
（一般会計予算）

平成31年度予算・66議案を可決！総額約2,132億円
（一般会計予算）

一般会計補正予算 約　　　　　　
  可決・同意！

◆
長
崎
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事

業
共
催
費
負
担
金

…

９
，６
１
４
万
４
千
円

　

新
た
な
夜
の
観
光
資
源
の
創

出
と
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
誘
客
対

策
と
し
て
、
新
地
中
華
街
で
育

ま
れ
て
き
た「
春
節
祭
」を
ベー
ス

と
し
た
長
崎
に
根
付
く
中
国
文

化
や
、
光
を
テ
ー
マ
と
し
た
特
色

あ
る
イ
ベン
ト
を
企
画
・
実
施
す

る
こ
と
で
、
交
流
人
口
の
拡
大

と
地
域
活
性
化
を
図
る
。

◆
端
島
見
学
施
設
運
営
費

 …

５
，７
２
６
万
７
千
円

　

平
成
27
年
に
世
界
遺
産
登
録

さ
れ
た「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石

炭
産
業
」の
構
成
資
産
で
あ
る
端

島
の
観
光
客
受
入
態
勢
を
整
え
る

た
め
見
学
施
設
の
適
正
な
管
理
・

運
営
を
行
う
。
特
に
、
台
風
等
の

被
害
を
受
け
た
際
の
早
期
復
旧
の

た
め
、
必
要
な
資
材
等
を
事
前
に

購
入
す
る
。

◆
長
崎
帆
船
ま
つ
り
事
業
共
催
費
負

担
金 …

…
…
…

４
，０
０
０
万
円

　

長
崎
港
に
国
内
外
か
ら
帆
船
を

招
聘
し
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
場

を
創
出
す
る
こ
と
で
、
観
光
と
地

域
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

港
・
海
に
対
す
る
啓
発
を
促
し
て

い
く
た
め
、
20
回
目
の
長
崎
帆
船

ま
つ
り
を
実
施
す
る
も
の
。

 

・
開
催
名　

２
０
１
９
長
崎
帆

船
ま
つ
り

 

・
期　

間　

平
成
31
年
４
月
18

日（
木
）〜
22
日（
月
）

 

・
招
聘
帆
船　

日
本
丸
、
ナ
ジ

ェ
ジ
ュ
ダ
、
パ
ラ
ダ
、
み
ら
いへ
、

観
光
丸
な
ど

◆
子
ど
も
ゆ
め
体
験
費

…

１
，０
３
４
万
９
千
円

　

次
世
代
を
担
う
長
崎
の
子
ど

も
た
ち
を
姉
妹
都
市
・
市
民
友

好
都
市
等
に
派
遣
し
、
現
地
の

人
々
と
の
交
流
を
通
じ
て「
個
性

輝
く
世
界
都
市
」と
し
て
の
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
文
化
・
習
慣
な
ど
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
性

を
有
す
る
人
材
の
育
成
を
図
る
。

 

・
派
遣
先　

ア
バ
ディ
ー
ン
市（
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）

 

・
期
間　

平
成
31
年
８
月
21
日

〜
29
日
の
９
日
間（
予
定
）

 

・
派
遣
人
数　

中
学
生
16
名
、

引
率
者
３
名（
予
定
）

◆
平
和
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
負
担
金

…

２
，７
７
２
万
円

　

被
爆
75
周
年（
２
０
２
０
年
）

に
平
和
を
テ
ー
マ
と
し
た
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
大
会
を
実
施
す
る
た
め
、

平
成
31
年
度
は
正
式
な
コ
ー
ス
確

定
に
向
け
た
大
会
の
周
知
及
び

開
催
へ
の
理
解
を
得
る
と
と
も

に
、
実
施
計
画
の
策
定
や
運
営
マ

ニュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
具
体
的
な

取
組
み
を
進
め
る
。

◆
商
店
街
賑
わ
い
整
備
事
業
費
補

助
金（
ア
ー
ケ
ー
ド
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
・
商
店
街
ア
ー
チ
・
商
店
街

誘
導
灯
・
ア
ー
ケ
ー
ド
放
送
設
備
）

…

１
，９
１
６
万
８
千
円

　

商
店
街
等
の
機
能
向
上
を
図

る
た
め
、
ア
ー
ケ
ー
ド
等
の
共
同

施
設
や
共
同
設
備
等
を
整
備
す

る
事
業
に
対
し
て
助
成
す
る
。

・
補
助
率
２
／
３

【
内
訳
】

 

・
長
崎
住
吉
中
園
商
店
街
振
興

組
合（
ア
ー
ケ
ー
ド
照
明
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
）　　
　
　

４
０
０
万
円

 

・
思
案
橋
横
丁
会（
商
店
街
ア
ー

チ
改
修
）　

３
５
４
万
８
千
円

 

・
銅
座
町
商
店
街
組
合（
商
店

街
誘
導
灯
設
置
）１
６
２
万
円

 

・
長
崎
浜
市
観
光
通
商
店
街
振

興
組
合（
ア
ー
ケ
ー
ド
放
送
設

備
更
新
）　

１
，０
０
０
万
円

◆
有
害
鳥
獣
対
策
費

…

８
，５
７
０
万
４
千
円

　

専
門
業
者
へ
の
有
害
鳥
獣
対

策
相
談
等
委
託
、
有
害
鳥
獣
に

よ
る
農
業
及
び
生
活
環
境
へ
の
被

害
防
止
対
策
と
し
て
、
鳥
獣
の

捕
獲
対
策
、
鳥
獣
の
侵
入
を
防

止
す
る
た
め
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵
等
の
貸
与
等
を
実
施
す
る
長

崎
市
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
に

補
助
す
る
。

◆
老
朽
危
険
空
き
家
除
却
費
補
助
金

…

１
，０
０
０
万
円

　

長
年
放
置
さ
れ
老
朽
化
し
、

周
辺
の
住
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い

る
危
険
な
空
き
家
住
宅
の
除
却
費

の
一
部
を
助
成
し
、
安
全
・
安
心

な
住
環
境
づ
く
り
を
促
進
す
る
。

 

・
補
助
率　

２
／
５　

 

・
限
度
額　

50
万
円

　

２
０
１
８
年
10
月
20
日
に
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
旧
ソ
連
と
結

ん
だ
中
距
離
核
戦
力（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
）全
廃
条
約
か
ら
離
脱
す
る
方
針
を
表
明

し
、
２
０
１
９
年
２
月
１
日
に
同
条
約
の
破
棄
を
発
表
し
、
ロ
シ
ア
に
通

告
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
条
約
は
、
１
９
８
７
年
12
月
に
米
国
と
旧
ソ
連
と
の
間
で
、
冷
戦

時
代
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
核
兵
器
の
開
発
競
争
に
史
上
初
め
て
歯
ど
め
を

か
け
核
軍
縮
に
向
け
て
行
動
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
も
の
で
あ
り
、
核
兵

器
廃
絶
を
願
う
長
崎
市
民
は
、
こ
の
条
約
に
基
づ
く
取
り
組
み
が
推
進
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
、
代
替
措
置
な

し
に
こ
の
条
約
が
破
棄
さ
れ
れ
ば
、
今
後
、
核
兵
器
使
用
の
リ
ス
ク
が
高

ま
り
、再
び
、冷
戦
時
代
の
よ
う
な
核
軍
拡
競
争
の
再
燃
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。 

　

本
市
議
会
で
は
、
２
０
１
５
年
７
月
８
日
の
被
爆
70
周
年
の
決
議
の
中

で
、
核
兵
器
が
ど
れ
ほ
ど
非
人
道
的
な
結
果
を
も
た
ら
す
の
か
、
被
爆
者

の
思
い
を
受
け
継
い
で
、
国
際
社
会
に
訴
え
て
い
く
責
務
が
あ
る
こ
と
を
市

民
総
意
の
も
と
に
、
決
意
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　

今
回
の
米
国
の
条
約
破
棄
と
そ
れ
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
行
動
措
置
は
、

核
不
拡
散
条
約（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）を
中
心
と
す
る
国
際
的
な
軍
縮
・
核
不
拡
散

体
制
に
対
す
る
重
大
な
脅
威
で
あ
る
と
と
も
に
、
２
０
１
７
年
７
月
に
採

択
さ
れ
た
核
兵
器
禁
止
条
約
に
込
め
ら
れ
た
被
爆
者
を
初
め
と
す
る
世
界

の
人
々
の
積
年
の
思
い
を
考
え
る
と
到
底
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
よ
っ
て
、
国
に
対
し
ま
し
て
、
国
連
や
関
係
各
国
が
連
携
し
て
米
国
と
ロ

シ
ア
が
、
こ
れ
か
ら
も
核
軍
縮
・
核
廃
絶
に
向
け
て
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
を
要
請
し
て
い
た
だ
く
よ
う
被
爆
地
長
崎
の
市
議
会
と
し
て
強
く
要
望

い
た
し
ま
す
。 

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
基
づ
き
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

　
　

平
成
31
年
３
月
４
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長　

崎　

市　

議　

会 

主
な
予
算
の
内
容

主
な
予
算
の
内
容

主
な
予
算
の
内
容

平
成
31
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
構
成
割
合（
単
位
：
百
万
円
）

平　成　29　年　度

当　初
当　初
当　初
当　初
当　初
※15ヶ月
当　初
※13ヶ月
当　初
1　号

2 1 , 5 0 6
2 1 , 2 4 2
2 6 , 4 9 6
2 2 , 6 3 3
2 0 , 0 2 9
2 2 , 7 8 2
2 1 , 7 6 6
2 2 , 8 6 9
28 , 7 34
27 , 9 87

18.5％
▲1.2％
24.7％
▲14.6％
▲11.5％
0.7％
8.7％
14.2％
32.0％
27.2％

平　成　25　年　度
平　成　26　年　度
平　成　27　年　度
平　成　28　年　度

平　成　30　年　度

平　成　31　年　度

投資的経費の推移
区　　　　　分 予算額（百万円） 対前年度比

※

※

※国の経済対策等に伴う13～15ヶ月ベースでの予算額

人件費
27,242
12.7％

公債費
21,957
10.2％

投資的経費
27,987
13.0％

物件費
22,470
10.4％

繰出金
12,992
6.0％

貸付金及び
出資金
4,851
2.3％

その他
14,953
7.0％ 扶助費

82,742
38.4％

市債
24,666
11.5％

県支出金
12,320
5.7％

その他の
依存財源
9,732
4.5％

市税
54,928
25.5％

諸収入
8,230
3.8％

使用料・手数料
4,378
2.0％

その他の自主財源
11,064
5.2％

地方交付税
33,727
15.7％

国庫支出金
56,152
26.1％

その他の経費55,266
25.7％

義務的経費131,941
61.3％

歳出
215,194
（百万円）

歳入
215,194
（百万円）

依存財源136,597
63.5%

自主財源78,597
36.5%

投資的経費27,987
13.0％

中
距
離
核
戦
力(

Ｉ
Ｎ
Ｆ)
全
廃
条
約
破
棄
に
対
す
る

日
本
政
府
の
対
応
を
求
め
る
意
見
書 

◆
な
が
さ
き
住
み
よ
家
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金…

９
，７
５
６
万
６
千
円

　

住
宅
の
居
住
環
境
改
善
や
市

内
の
若
手
技
能
者
の
育
成
と
技

術
の
継
承
を
目
的
と
し
て
、
市

内
に
本
社
が
あ
る
法
人
等
に
発

注
す
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に

要
す
る
費
用
の一
部
を
助
成
す
る
。

 

・
補
助
率　

１
／
10　

 

・
限
度
額　

10
万
円

◆
住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

金…
…
…

３
，０
０
６
万
７
千
円

　

住
宅
の
居
住
環
境
改
善
や
市

内
の
若
手
技
能
者
の
育
成
と
技

術
の
継
承
に
加
え
、
浴
室
や
便

所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
屋
根
の

遮
熱
・
断
熱
塗
装
に
よ
る
省
エ
ネ

化
な
ど
、
住
宅
の
性
能
向
上
を

目
的
と
し
て
、
市
内
に
本
社
が

あ
る
法
人
等
に
発
注
す
る
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
要
す
る
費
用

の一
部
を
助
成
す
る
。

 

・
補
助
率　

１
／
５

 

・
限
度
額　

10
万
円

◆
道
路
新
設
改
良
事
業
費
・
車
み
ち

整
備
事
業
費…

５
，０
０
０
万
円

　

斜
面
市
街
地
に
お
い
て
、
住
民

の
居
住
環
境
の
改
善
と
防
災
性

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

車
が
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
既
存

の
市
道
を
車
が
入
る「
車
み
ち
」

と
し
て
整
備
を
行
う
。

 

・
事
業
期
間　

平
成
31
年
度
〜

35
年
度

 

・
事
業
内
容　

７
路
線

 

・
平
成
31
年
度　
「
西
山
西
山

本
町
１
号
線
」ほ
か
１
路
線

◆
子
ど
も
医
療
対
策
費

…

10
億
１
，９
０
６
万
３
千
円

　

中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
に
係

る
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
、
子

ど
も
の
健
康
保
持
と
子
育
て
家
庭

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

 

・
助
成
対
象　

入
院
・
通
院
と

も
に
中
学
生
ま
で

 

・
自
己
負
担
額　

１
医
療
機
関

に
つ
き
１
日
８
０
０
円
、
１

月
１
，
６
０
０
円
を
上
限

◆
通
学
対
策
費

…

３
，８
９
６
万
２
千
円

　

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
通

学
す
る
場
合
に
、
通
学
距
離
が

小
学
校
で
４
㎞
以
上
、
中
学
校

で
６
㎞
以
上
の
場
合
は
通
学
費

の
全
額
を
補
助
し
、
小
学
校
で

２
㎞
以
上
４
㎞
未
満
、
中
学
校

で
３
㎞
以
上
６
㎞
未
満
の
場
合

は
半
額
の
補
助
を
行
う
。

【
拡
大
分
】　

２
３
４
万
６
千
円

夏
休
み
期
間
中
の
活
動
に
基
準

を
設
け
た
上
で
、
補
助
の
対
象

期
間
に
加
え
る
。

対
象
者
数　

５
４
０
人


